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瀬戸キャンパス第 2課保健室 

 

麻しん（はしか）の発生防止について（お願い） 

 

 東京都及び神奈川県において、麻しん患者の届出数が増加していることについて、平成 23年 4

月 22日付けで、厚生労働省より各都道府県、保健所設置市及び特別区の衛生主管部局宛に注意喚

起がなされています。 

東京都内で報告された麻しん患者は、30代までの各年代で見られ、接種歴のない人から発症し

ています。ワクチンを接種していても 1 回だけでは効果が不十分であったり、接種から時間が経

つことで効果が落ちてくることがあります。以下に該当する方は速やかに予防接種をされること

を推奨いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の症状がある場合には、学校に登校しないで速やかに医療機関を受診してください。また、

受診する際、麻しんの疑いがあることを医療機関に電話で伝えてください。 

 

【麻しんの症状】 

・感染後、約 10～12日間の潜伏期間を経て、熱、咳、鼻水、結膜充血などの症状出現 

・発疹が現れる 1～2日前ごろ、口の中に白い斑点が出る 

・一度熱が下がり、その後、半日くらいのうちに首筋・顔から発疹が出現し、高熱（38～39℃台）

となり、発疹が全身に広がる 

 

詳しく知りたい方は（参考） 

国立感染症研究所 感染症情報センターホームページ 

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/index.html 

 

医療機関で麻疹の診断があった場合は速やかに大学に連絡してください。 

名古屋キャンパス学生課保健室（052‐832‐3437直通） 

瀬戸キャンパス第 2課保健室（0561‐89‐2022直通） 

以上 

ワクチン接種が必要な方  ※保険適応外のため、自費になります。 

  １．麻しんのワクチンを接種していない 

  ２．麻しんのワクチンを１回のみ接種 

  ３．麻しんのワクチンを接種したかどうか不明 

    ⇒医療機関等で「抗体検査」を受けて、必要な時に「ワクチン接種」を受けてくださ

い。 

 

ワクチン接種が不要な方（麻しんの免疫あり） 

  １．麻しんに一度罹患したことがある方。 

  ２．麻しんのワクチンを２回打った方。 


